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水
・
土
壌
環
境

１
千
万
人
参
加
、50
億
円
規
模
に

フ
ソ
ウ

海
ご
み
問
題
啓
発
へ
新
Ｐ
Ｊ
始
動

　
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
」
は
、
企

業
や
政
府
・
自
治
体
、研
究
者
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
船
舶
事
業

者
、
漁
業
・
マ
リ
ン
事
業
者
、

漁
業
従
事
者
な
ど
12
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
連
携
し

て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
海

洋
ご
み
問
題
に
取
り
組
む
た

め
の
活
動
。

　

日
本
財
団
は
、
子
供
向
け

の
海
の
啓
発
活
動
「
海
と
日

本
」
を
２
０
１
６
年
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
と

な
る
。「
海
と
日
本
」
で
連
携

す
る
企
業
５
２
４
０
社
に
も

活
動
を
呼
び
か
け
る
。

　

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
と
の

共
同
事
業
で
は
、
首
都
圏
の

自
治
体
を
中
心
に
「
モ
デ
ル

エ
リ
ア
」
を
決
め
、
各
店
舗

に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
機
を

設
置
す
る
。

　

多
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
は
「
燃
え
る
ご
み
」

と
分
け
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
用

の
ご
み
箱
を
備
え
て
い
る
が
、

実
際
に
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

一
般
廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ

れ
る
。
一
方
、
今
回
設
置
す

る
回
収
機
で
は
確
実
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
回
収
し
、
新
た

な
ボ
ト
ル
の
原
料
に
す
る「
ボ

ト
ル
to
ボ
ト
ル
」
が
可
能
と

な
る
。
ま
た
、
消
費
者
へ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
の
電
子

マ
ネ
ー
「
ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
ｏ
（
ナ

ナ
コ
）」
を
利
用
し
、
ボ
ト
ル

５
本
で
１
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

が
還
元
さ
れ
る
。

　

自
治
体
と
の
連
携
で
は
、

都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
、

中
核
市
と
共
に
「
海
ご
み
対

策
の
共
同
宣
言
」
を
発
表
。

ご
み
抑
制
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

作
成
や
海
ご
み
発
生
源
の
調

査
な
ど
、
他
の
地
域
へ
の
モ

デ
ル
と
な
る
取
り
組
み
を
行

う
。
現
在
は
埼
玉
県
、
神
奈

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
な
ど
、
同

財
団
の
「
ネ
レ
ウ
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
参
加
す
る
17
大
学

と
共
同
で
、
海
ご
み
の
人
体

影
響
や
島
し
ょ
国
の
汚
染
実

態
を
調
査
。
国
内
で
は
、
東

京
大
学
を
中
心
に
他
大
学
を

含
む
幅
広
い
学
術
分
野
と
連

携
し
、
日
本
の
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
実
態
や
、

生
態
影
響
な
ど
を
研
究
す
る
。

　

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
と
の

連
携
事
業
に
つ
い
て
、
同
財

団
常
務
理
事
の
海
野
光
行
氏

は
、「
行
政
と
産
業
界
が
一
緒

に
（
ボ
ト
ル
to
ボ
ト
ル
を
）

川
県
藤
沢
市
、
富
山
市
、
浜

松
市
、
金
沢
市
、
松
江
市
、

松
山
市
、
鹿
児
島
市
の
８
自

治
体
と
の
連
携
を
予
定
し
、

今
後
さ
ら
に
東
京
都
内
の
市

区
や
地
方
都
市
に
連
携
を
拡

大
す
る
方
針
。

　

ま
た
、
国
内
外
の
研
究
機

関
と
連
携
し
、
海
ご
み
に
関

す
る
調
査
研
究
を
行
う
。
米

行
う
世
界
初
の
取
り
組
み
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
（
現
在
は
全
体
の

約
１
％
＝
約
８
万
㌧
）
を
、

３
年
間
の
活
動
で
２
％
ま
で

倍
増
し
た
い
」
と
発
言
し
た
。

　

ま
た
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

が
使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
を
禁
止
す
る
規
制
案

を
決
定
し
た
こ
と
な
ど
を
受

け
、
笹
川
陽
平
会
長
は
、「
今

回
の
発
表
が
大
き
な
キ
ッ
ク

オ
フ
と
な
り
、
世
界
の
進
む

方
向
に
時
間
差
で
日
本
も
続

い
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に

国
民
の
理
解
が
必
要
。
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
高
め
る
こ
と
で
、

最
後
は
法
整
備
に
つ
な
が
る

の
で
は
。
海
洋
国
・
日
本
と

し
て
、
遅
れ
を
取
れ
ば
国
際

的
に
も
批
判
を
受
け
る
。
ス

ピ
ー
ド
を
要
す
る
仕
事
だ
」

と
活
動
へ
の
認
識
を
示
し
た
。

　

滋
賀
県
の
三
日
月
大
造
知

事
は
27
日
に
環
境
省
を
訪
れ
、

水
質
環
境
基
準
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ（
化

学
的
酸
素
要
求
量
）
に
代
わ

る
新
た
な
指
標
と
し
て
、「
Ｔ

Ｏ
Ｃ
（
全
有
機
炭
素
）」
の
導

入
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
る

提
案
・
要
望
書
を
、
森
本
英

香
事
務
次
官
に
提
出
し
た
。

　

今
回
提
出
し
た
要
望
書
は
、

来
年
度
の
予
算
編
成
を
前
に
、

琵
琶
湖
を
保
全
・
再
生
す
る

た
め
の
財
政
的
支
援
を
強
化

す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。
外

来
生
物
対
策
な
ど
を
含
む
全

10
項
目
で
、
昨
年
度
か
ら
Ｔ

Ｏ
Ｃ
に
関
す
る
要
望
を
盛
り

込
ん
で
い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｃ
は
、
水
中
の
有
機

物
を
計
測
す
る
水
質
評
価
指

標
の
一
つ
。
琵
琶
湖
は
こ
れ

ま
で
に
一
度
も
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
環

境
基
準
を
達
成
し
て
お
ら
ず
、

排
水
規
制
な
ど
の
対
策
効
果

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

滋
賀
県
は
１
９
９
７
年
に
独

自
で
Ｔ
Ｏ
Ｃ
の
利
用
を
開
始
。

国
立
環
境
研
究
所
な
ど
と
連

携
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
に
よ
る
新
た

な
水
質
管
理
手
法
を
検
討
し

て
き
た
。

　

今
回
の
要
望
に
は
、「
新
た

な
水
質
管
理
に
は
、
新
た
な

有
機
物
指
標
と
し
て
の
Ｔ
Ｏ

Ｃ
導
入
が
効
果
的
」
と
明
記
。

湖
沼
の
生
態
系
保
全
の
観
点

か
ら
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
を
活
用
し
た

施
策
の
検
討
が
必
要
と
し
、

例
と
し
て
、「
湖
内
の
餌
環
境

保
全
の
視
点
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
の

下
限
値
設
定
を
検
討
す
る
」

方
法
を
示
し
て
い
る
。

　

三
日
月
知
事
は
、「﹃
人
の

健
康
﹄、﹃
社
会
の
健
康
﹄、
と

り
わ
け
そ
の
土
台
で
あ
る﹃
自

然
の
健
康
﹄
を
保
ち
、
高
め
、

と
ど
め
る
。
外
来
水
生
生
物

対
策
や
水
質
管
理
な
ど
を
含

め
そ
う
し
た
モ
デ
ル
を
環
境

省
と
一
緒
に
作
り
、
こ
れ
か

ら
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
く

世
界
に
向
け
て
発
信
し
貢
献

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
使
い
捨
て

製
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

海
や
河
川
起
源
の
ご
み
で

は
、
日
本
の
独
自
調
査
品
目

で
あ
る
カ
キ
の
養
殖
用
漁
具

（
ス
ペ
イ
サ
ー
と
し
て
使
う
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
パ
イ
プ
）
が

突
出
し
て
多
く
、
養
殖
の
盛

ん
な
地
域
か
ら
他
地
域
に
流

出
・
漂
着
し
て
い
る
実
態
が

垣
間
見
え
ま
す
。
こ
の
パ
イ

プ
は
、
ハ
ワ
イ
諸
島
や
、
北

米
の
西
海
岸
地
域
で
も
広
範

囲
に
漂
着
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
養
殖
施

設
や
作
業
工
程
の
管
理
徹
底
、

流
出
し
た
も
の
の
回
収
促
進
、

そ
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら

の
代
替
材
料
の
導
入
検
討
な

ど
が
必
要
で
す
。
パ
イ
プ
は

も
と
も
と
竹
を
使
っ
て
い
た

そ
う
で
、
当
時
は
竹
林
の
管

理
に
一
役
買
っ
て
い
た
面
も

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

で
汚
さ
な
い
方
法
で
生
産
さ

れ
た
水
産
品
を
選
ん
で
購
入

で
き
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、

消
費
者
の
行
動
の
変
化
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

10
月
に
開
か
れ
た
「
世
界

湖
沼
会
議
」
で
、
滋
賀
県
な

ど
５
県
が
水
環
境
保
全
に
関

す
る
自
治
体
連
携
を
設
立
し

て
お
り
、
森
本
次
官
は
、「
琵

琶
湖
と
い
う
日
本
で
一
番
大

き
な
湖
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
、

国
立
環
境
研
究
所
と
滋
賀
県

が
一
緒
に
湖
や
自
然
を
守
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
う
。

自
治
体
が
連
携
し
て
、
健
康

の
ベ
ー
ス
と
な
る
自
然
環
境

を
守
る
取
り
組
み
に
対
し
、

環
境
省
も
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

　

フ
ソ
ウ
が
人
材
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
る
。主
軸
で
あ
っ

た
上
下
水
道
な
ど
水
処
理
施

設
の
建
設
分
野
は
新
設
需
要

が
先
細
る
一
方
、
既
存
施
設

の
運
営
管
理
分
野
は
市
場
の

拡
大
が
見
込
ま
れ
る
が
、
施

設
ご
と
の
課
題
に
合
わ
せ
た

「
特
注
」
の
解
決
策
を
提
案
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し
さ

が
あ
る
。
運
営
管
理
の
意
識

を
全
社
的
に
根
付
か
せ
る
こ

と
で
、
運
転
の
効
率
化
や
老

朽
化
し
た
設
備
の
リ
プ
レ
イ

ス
の
省
力
化
な
ど
運
営
管
理

に
関
す
る
新
技
術
の
開
発
と

提
案
力
の
向
上
を
図
る
。

　

11
月
20
日
に
は
人
材
育
成

の
一
環
と
し
て
「
フ
ソ
ウ
技

術
発
表
会
」
を
フ
ソ
ウ
テ
ク

ノ
セ
ン
タ
ー
（
高
松
市
）
で

開
催
し
た
。
今
回
で
３
回
目
。

若
手
に
発
表
さ
せ
る
こ
と
で
、

自
ら
の
取
り
組
み
を
整
理
す

る
機
会
と
す
る
と
と
も
に
、

他
部
署
や
学
識
経
験
者
の
取

り
組
み
を
知
っ
て
視
野
の
拡

大
を
狙
う
。

　

当
日
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
や
、
上
水
の
カ
ビ
臭

対
策
の
低
コ
ス
ト
化
な
ど
、

最
新
の
研
究
成
果
が
報
告
さ

れ
た
。
技
術
本
部
技
術
部
の

相
谷
明
宏
係
長
は
、
建
物
内

に
あ
る
設
備
の
配
置
を
３
Ｄ

画
像
で
再
現
す
る
こ
と
で
改

築
・
更
新
工
事
の
施
工
性
を

高
め
る
技
術
に
つ
い
て
発
表

し
た
（
写
真
）。「
技
術
用
語

や
横
文
字
を
使
わ
ず
、
一
般

の
人
に
も
分
か
り
や
す
い
説

明
を
心
掛
け
た
。
社
内
の
人

に
良
い
技
術
だ
と
知
っ
て
も

ら
う
と
こ
ろ
か
ら
、
自
治
体

で
の
採
用
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
う
」
と
話
し
て
い
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
フ
ソ
ウ
テ

ク
ノ
セ
ン
タ
ー
は
、
技
術
開

発
と
人
材
育
成
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
貢
献

の
拠
点
と
し
て
２
０
１

６
年
に
開
設
し
た
。
津

波
時
の
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
周
辺
住
民
に
日
ご

ろ
か
ら
施
設
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
食
堂

「
ビ
ス
ト
ロ
フ
ソ
ウ
」
は

地
域
に
開
放
し
て
い

協
力
案
件
と
し
て
、
月
島
機

械
と
の
共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）

で
、
２
０
１
６
年
に
同
市
か

ら
施
設
の
建
設
工
事
な
ど
を

受
注
し
て
い
た
。

る
。
社
員
よ
り
住
民
の
利
用

が
多
い
と
い
う
人
気
ぶ
り
だ
。

　

上
下
水
道
ビ
ジ
ネ
ス
に
関

わ
る
民
間
企
業
に
と
っ
て
直

接
の
顧
客
は
自
治
体
で
あ
る

が
、
運
営
管
理
へ
の
関
わ
り

が
深
ま
れ
ば
、
利
用
者
で
あ

る
住
民
も
顧
客
と
し
て
意
識

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
住

民
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と
は
、

人
事
育
成
と
と
も
に
、
運
営

管
理
の
事
業
領
域
の
拡
大
に

も
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

　

野
村
充
伸
社
長
は
「
外
を

見
る
目
を
育
て
、
刺
激
を
受

け
、
知
識
を
身
に
着
け
、
成

長
す
る
。
そ
の
善
循
環
を
実

現
し
た
い
。
今
、施
設
を
＂
作

る
＂
か
ら
＂
運
営
＂
へ
と
会

社
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。
人
材
育
成

が
成
功
の
カ
ギ
を
握
る
」
と

意
欲
的
に
語
っ
た
。

　

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
国
際
海
岸

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

（International Coastal 
Cleanup=

略
称I

Ｉ
Ｃ
Ｃ
）

の
日
本
で
の
企
画
運
営
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
、
米
国
の
海
洋

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
主
宰
す
る
、

海
と
海
に
つ
な
が
る
水
辺
の

ご
み
調
査
で
す
。
主
宰
団
体

の
オ
ー
シ
ャ
ン
コ
ン
サ
ー
バ

ン
シ
ー
で
は
、
海
洋
環
境
保

全
や
生
態
系
保
護
の
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
人
間
が
出
す
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
海
に
入

り
込
み
、
海
洋
生
物
な
ど
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
１
９
８
６
年
に

海
岸
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
、
回
収
し
た
ご

み
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、

川
の
上
流
域
や
、
外
国
か
ら

流
れ
て
き
た
ら
し
い
ご
み
が

散
見
さ
れ
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
海
に
面

し
た
全
て
の
国
や
地
域
に
呼

び
か
け
て
、
同
じ
時
期
に
同

じ
や
り
方
で
ご
み
を
調
べ
て

み
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

９
月
の
第
３
土
曜
日
を
中
心

に
、
９
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
の
２
カ
月
間
を
実
施
期
間

と
定
め
、
世
界
各
地
の
市
民

団
体
な
ど
に
参
加
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
近
隣
の
メ
キ

シ
コ
と
カ
ナ
ダ
が
す
ぐ
に
参

加
し
ま
し
た
。
日
本
は
、
世

界
で
４
番
目
の
参
加
国
と
し

て
90
年
に
初
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｃ
を

実
施
し
、
以
来
継
続
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
は
、
ま
ず
任
意

の
場
所
と
範
囲
で
、
海
岸
の

人
工
ご
み
を
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
し
ま
す
。
次
に
、
集
め
た

ご
み
を
細
か
く
分
類
し
て
、

品
目
ご
と
に
個
数
で
数
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
ど
ん
な

ご
み
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の

か
を
調
べ
ま
す
。
こ
の
時
に

使
う
デ
ー
タ
カ
ー
ド
は
世
界

共
通
の
調
査
用
紙
で
、
日
本

で
は
、
和
訳
し
主
宰
団
体
の

許
可
を
得
て
独
自
の
調
査
品

目
を
追
加
し
た
も
の
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

　

会
場
ご
と
の
日
時
、
天
候
、

参
加
人
数
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
し
た
距
離
や
面
積
な
ど
を

記
録
し
、
意
見
や
感
想
を
添

え
て
国
や
地
域
の
ま
と
め
役

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
に
報

告
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

日
本
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
実
施

を
き
っ
か
け
に
誕
生
し
た
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｎ
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
参

加
呼
び
か
け
と
国
内
の
と
り

ま
と
め
を
行
い
、
日
本
の
結

果
を
オ
ー
シ
ャ
ン
コ
ン
サ
ー

バ
ン
シ
ー
に
報
告
し
て
い
ま

す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
ご
み
調
査
は
、

学
術
調
査
の
よ
う
な
精
度
の

高
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世

界
各
地
で
大
勢
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
め
た
デ
ー
タ
は
、

海
の
ご
み
の
実
態
を
周
知
し
、

ご
み
を
元
か
ら
断
つ
た
め
の

手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
調
査
へ
の
参
加
そ
の
も

の
に
啓
発
・
教
育
的
効
果
が

あ
り
ま
す
。
医
療
廃
棄
物
の

よ
う
に
数
は
少
な
く
て
も
見

過
ご
せ
な
い
危
険
な
ご
み
も

あ
れ
ば
、
生
活
日
用
品
が
た

く
さ
ん
海
の
ご
み
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
の
多
く
が
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
て
い
る

こ
と
な
ど
に
、
気
づ
く
き
っ

か
け
と
な
る
か
ら
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
オ
ー
シ
ャ

ン
コ
ン
サ
ー
バ
ン
シ
ー
で
分

析
さ
れ
て
各
国
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
通
し
て
参
加
者

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
ま

す
。
日
本
国
内
の
結
果
は
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｎ
が
独
自
の
考
察
分
析

を
行
い
、
毎
年
の
結
果
概
要

を
国
内
の
参
加
団
体
な
ど
に

報
告
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
カ
ー
ド
は
、
破
片

や
か
け
ら
、
陸
上
生
活
に
起

因
す
る
も
の
、
水
産
や
釣
り
、

海
上
投
棄
な
ど
海
や
河
川
に

起
因
す
る
も
の
に
大
分
類
さ

れ
、
さ
ら
に
、
飲
料
用
プ
ラ

ボ
ト
ル
や
レ
ジ
袋
な
ど
個
別

の
ア
イ
テ
ム
ご
と
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
の

調
査
結
果
で

は
、
破
片
や
か

け
ら
の
ご
み

は
、
２
０
１
６

年
で
は
全
体
の

約
29
・
５
％
、

17
年
で
は
31
・

６
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
し
か

し
、
最
も
多
い

の
は
陸
上
起
因
の
生
活
ご
み

で
す
。
16
年
は
58
・
３
％
、

17
年
は
48
・
９
％
で
し
た
。

　

元
の
製
品
が
特
定
で
き
な

い
破
片
・
か
け
ら
を
の
ぞ
い

て
考
え
る
と
、
海
で
使
う
資

材
な
ど
に
比
べ
て
、
陸
域
起

源
の
ご
み
の
多
さ
が
際
立
ち

ま
す
。
品
目
で
見
て
い
く
と
、

タ
バ
コ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
ほ

か
に
は
、
飲
料
用
プ
ラ
ボ
ト

ル
、
飲
料
缶
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
、
ス

ト
ロ
ー
／
マ
ド
ラ
ー
、
食
品

の
包
装
・
袋
な
ど
が
多
く
、

　

日
本
財
団
は
先
月
27
日
、
産
官
学
民
が
連
携
し
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
問
題
に
取

り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
」
を
開
始
す
る
と

発
表
し
た
。
今
後
３
年
間
で
１
千
万
人
規
模
を
動
員
し
、
事
業
規
模
50
億
円
の
活
動
を
展

開
す
る
。
第
１
弾
と
し
て
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
連
携
。
首
都
圏
を
中
心
に
、

初
年
度
、
数
百
の
店
舗
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
機
を
設
置
す
る
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｃ
」導
入
検
討
を

滋
賀
県
知
事
、環
境
省
に
要
望

水質環境
基　　準

ＪＥＡＮ事務局長

小島 あずさ

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染

現
場
か
ら
の
報
告

海
ご
み
の
半
数
は
陸
上
の
生
活
ご
み 

消
費
者
の
行
動
変
え
る
仕
組
み
を

②

笹川会長

日本財団

水インフラの運営市場に意欲

変わっていく今こそ
人材育成に注力

ベ
ト
ナ
ム
の
下
水
処
理
場
が
完
成

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
Ｊ
Ｖ

　

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
先
月

22
日
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
イ
ア

ン
市
に
建
設
し
た
下
水
処
理

施
設
の
完
成
式
典
が
開
か
れ

た
と
発
表
し
た
（
写
真
）。
国

際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

に
よ
る
日
本
の
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
無
償
資
金

　

今
回
完
成
し
た
の

は
、
処
理
水
量
２
千

立
方
㍍
／
日
の
下
水

処
理
場
。
世
界
遺
産

の
旧
市
街
に
位
置
す

る
「
日
本
橋
（
来
遠

橋
）
地
域
」
の
水
質

を
改
善
す
る
計
画
に

よ
る
も
の
で
、
メ
タ

ウ
ォ
ー
タ
ー
が
新
興

国
向
け
に
開
発
し
た

先
進
的
省
エ
ネ
型
下

水
処
理
シ
ス
テ
ム
「
前
ろ
過

散
水
ろ
床
法
（
Ｐ
Ｔ
Ｆ
法
）」

を
採
用
。
Ｊ
Ｖ
は
、
下
水
処

理
場
の
建
設
工
事
と
６
カ
月

間
の
運
転
維
持
管
理
指
導
、

水
路
改
修
工
事
を
行
っ
た
。

　

式
典
に
は
、
主
催
す
る
ホ

イ
ア
ン
市
の
ほ
か
、
ベ
ト
ナ

ム
建
設
省
、
同
ク
ァ
ン
ナ
ム

省
の
各
関
係
者
、
在
ベ
ト
ナ

ム
日
本
国
大
使
館
の
岡
部 

大

介
公
使
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ベ
ト
ナ

ム
事
務
所
の
北
村
周
次
長
、

国
土
交
通
省
の
森
岡
泰
裕 

下

水
道
部
長
な
ど
約
40
人
が
出

席
し
た
。

中
国
・
四
国
総
合

事
務
所
を
開
設

日
本
下
水
道
事
業
団

　

日
本
下
水
道
事
業
団
（
Ｊ

Ｓ
）
は
来
年
４
月
、
岡
山
市

に
中
国
・
四
国
総
合
事
務
所

（
仮
称
）を
新
た
に
開
設
す
る
。

　

中
国
・
四
国
地
方
の
９
県

を
対
象
と
し
、
各
県
の
事
務

所
を
所
管
す
る
も
の
で
、
自

治
体
に
対
し
、
よ
り
効
率
的
・

安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
目
的
が
あ
る
。

　

現
在
の
近
畿
・
中
国
総
合

事
務
所
は
近
畿
総
合
事
務
所

（
仮
称
）
に
、
四
国
総
合
事
務

所
は
愛
媛
事
務
所
（
仮
称
）

に
改
組
さ
れ
る
。

このシンポジウムは、大日本山林会と木材サミット連絡会が、現在、協力して機関紙『山林』に連載している特
集「木材利用と地球環境」を基にして企画したものです。連載終了後には、カラー版の成書や電子版図書を
刊行する予定です。

締切：2019年1月18日㈮　定員（120 名）に達し次第、締め切らせてていただきます。

主催：公益社団法人大日本山林会・木材サミット連絡会
共催：（一財）農林水産奨励会
お申し込み先：公益社団法人大日本山林会
　　　　　　　E-mail:sanrinkai@sanrinkai.or.jp
　　　　　　　FAX:03-3587-2553 電話:03-3587-2551

13：00 開会挨拶 田  中　 潔（大日本山林会会長）
13 10 講演気候変動について 恒次　祐子  氏（東京大学）
 日本の森林 久保山 裕史  氏（森林総合研究所）
 環境の優しさで見る木材利用 服部　順昭  氏（東京農工大学名誉教授）
 循環型資源としての木材のカスケード利用 有馬　孝禮  氏（東京大学名誉教授）
 木材利用の特徴と利点 今村　祐嗣  氏（京都大学名誉教授）
 木材産業の概要 富田 文一郎  氏（筑波大学名誉教授）
 ゼロエミッションへの道 富田 文一郎  氏（筑波大学名誉教授）
15 45 ディスカッション
16 50 閉会挨拶
17 00 閉会

◆◆◆ プログラム ◆◆◆

大日本山林会・木材サミット連絡会合同シンポジウム

2019年1月28日月
12 15 受付  13:00 開始
場所：三会堂ビル９階石垣記念ホール
　　　東京都港区赤坂1-9-13 三会堂ビル
　　　（東京メトロ銀座線溜池山王駅９番出口３分・虎ノ門駅３番出口５分）

持続可能な社会に向けて
― 木材利用と地球環境 ―

参加費無料

主催：社会地質学会
共催：日本地質学会，日本鉱物科学会，日本情報地質学会，日本第四紀学会，IUGS-IFG，JAPAN-IMGA（申請中）,
　　　日本地質汚染審査機構（*印は楡井久理事長の共同研究）

参加費（論文集込み・事前登録不要）：社会地質学会員6,000円　非会員8,000円  
※非会員で共催・協賛団体会員は一律1,000円引　※CPDの取得が可能　 ※学生無料（論文集無し）
詳細情報等：http://www.jspmug.org/ 
問い合わせ先：環境地質学シンポジウム担当 (043-243-0261)

12月 7日（金） 
10:45　地質汚染、有害地質とその対策 

* 東京電力福島第一原子力発電所事故から 2018 年までの首都圏における放
射線量の低減 
* 溜池と放射性物質による地質汚染の関係 
* 有機砒素汚染水田で非汚染米の持続的収穫に成功－地質汚染科学の研究実
践現場から－ 
自然由来土壌汚染規制の現状 

13:00　大地の持続的利用と長期安定性 
深部地質環境における湧水を伴う割れ目の特徴とその変遷や調査手法に関す
る検討
北海道大谷地層中にみられる注入構造とその特徴 
付加体中の断層における物質移行に関する研究 
放射性廃棄物地層処分事業における坑道閉塞に関する諸外国の設計手法等の
動向調査 

14:25　 【特別セッション】2018年北海道胆振東部地震と地質災害（斜面崩壊） 
余震の時系列解析から推定される地殻構造 / 被害状況 / 斜面崩壊 / 地質調査
団 /厚真町の斜面崩壊機構 

15:35　地球倫理 
地球倫理規範の適用と地球科学者の責任 

16:00　特別講演 コラボラボ横田響子社長「異業種連携：小さく始めるコラボレーション」 
17:00　地質環境教育 

いかにして層序概念を教えたものか？ 
群馬県立自然史博物館をハブ施設とした地質・環境学的調査および社会教育
の実践 

12月 8日（土） 
09:30　水循環と地下水盆管理 

観測井を用いた関東地下水盆管理と近年の地下水位 
スタンプリート地下水盆における地下水モデリングの予備的事後監査 
* 地質環境に基づく地下水保全法制度の検討

10:40　水域における地質環境変遷と持続的利用 
年縞にみる環境史学の課題と展望
珪藻化石記録に基づく約5.0-1.0 万年前の琵琶湖湖水位変動の復元 

11:35　国際協力 
* 国際地質科学連合・地質環境研究委員会 IUGS-GEM日本支部の活動

14:30　鉱物と地質環境 
ヒ素のファイトスタビライゼーション 
沖縄トラフ海底熱水鉱床の風化作用 

15:10　零細及び小規模金採掘（ASGM）と医療地質 
水晶振動子による小規模金採掘現場での水銀測定 
フィリピン，カマリネス・ノルテ州における零細及び小規模金採掘により放
出された水銀の拡散挙動 
新潟県佐渡島相川鉱山の江戸時代初期のアマルガム法に関して /1840 年相
川鉱山のじん肺

16:10　地質災害（液状化 - 流動化） 
2011 年東北地方太平洋沖地震時の液状化：九十九里平野匝瑳市吉崎浜での
調査から

16:40　 【特別セッション】2018年北海道胆振東部地震と地質災害（液状化ー流動化） 
衛星によって捉えられた地表変状 
* 流動化現象の典型例―札幌市清田区里塚― 
宅地造成における環境地質要素の検討と法制度的対応

演題と開始時間 

会 場 日本大学文理学部　図書館３階オーバル・ホール
（ 最寄駅：京王線下高井戸駅もしくは桜上水駅） 

期 日 2018年 12月 7日（金）・8日（土） 

第28回環境地質学シンポジウム開 催


